
内

閣

府

令
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
、

総

務

省

令
、
法

務

省

令
、
財

務

省

令
、

〇
文

部

科

学

省

令
、
厚

生

労

働

省

令
、
農

林

水

産

省

令
、
第
二
号

経

済

産

業

省

令
、
国

土

交

通

省

令
、
環

境

省

令
、

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
産
業
競
争

力
強
化
法
に
基
づ
く
新
技
術
等
実
証
及
び
新
事
業
活
動
に
関
す
る
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
等
及
び
規
制
改
革
の
推
進
に
関
す

る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
六
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

古
谷

一
之

個
人
情
報
保
護
委
員
会
委
員
長

丹
野
美
絵
子

総
務
大
臣

武
田

良
太

法
務
大
臣

上
川

陽
子

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一



厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

農
林
水
産
大
臣

野
上
浩
太
郎

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

環
境
大
臣

小
泉
進
次
郎

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

更
田

豊
志

産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
新
技
術
等
実
証
及
び
新
事
業
活
動
に
関
す
る
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
等
及
び
規
制
改

革
の
推
進
に
関
す
る
命
令

（
用
語
の
定
義
）

第
一
条

こ
の
命
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用

語
の
例
に
よ
る
。

（
主
務
省
令
で
定
め
る
新
た
な
事
業
活
動
）

第
二
条

法
第
二
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
新
た
な
事
業
活
動
は
、
新
商
品
の
開
発
又
は
生
産
、
新
た
な
役
務
の
開
発



又
は
提
供
、
商
品
の
新
た
な
生
産
又
は
販
売
の
方
式
の
導
入
、
役
務
の
新
た
な
提
供
の
方
式
の
導
入
そ
の
他
の
新
た
な
事
業

活
動
の
う
ち
、
当
該
新
た
な
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
生
産
性
（
資
源
生
産
性
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
又
は
鉱
物
資
源
の
使
用

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
使
用
を
除
く
。
）
が
新
た
な
事
業
活
動
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
経
済
活
動
に
貢
献
す
る
程
度

を
い
う
。
）
を
含
む
。
）
の
向
上
又
は
新
た
な
需
要
の
開
拓
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗

を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
を
い
う
。

（
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
求
め
に
係
る
手
続
）

第
三
条

新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
て
新
技
術
等
実
証
又
は
新
事
業
活
動
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
を
求
め
る
場
合
は
、
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
が

新
技
術
等
実
証
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
様
式
第
一
に
よ
り
、
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
が
新
事
業
活
動
に
係
る
も

の
で
あ
る
と
き
は
様
式
第
二
に
よ
り
、
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
要
望
書
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
要
望
書
」
と
い
う
。
）
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

二
以
上
の
主
務
大
臣
に
要
望
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一
の
主
務
大
臣
を
経
由
し
て
、
他
の
主
務
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
要
望
書
は
、
当
該
一
の
主
務
大
臣
が
受
理
し
た
日
に
お
い
て
当
該
他



の
主
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
同
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
意
見
を
聴
く
場
合
は
、
要

望
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
要
望
書
に
、
当
該
要
望
書
に
対
す
る
主
務
大
臣
の
見
解
を
記
載

し
た
様
式
第
三
に
よ
る
見
解
書
を
添
え
て
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
送
付
し
、
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
当

該
求
め
を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
意
見
が

述
べ
ら
れ
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
講
ず
る
こ
と
と
す
る
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を

記
載
し
た
様
式
第
四
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
求
め
を
し
た
者
に
交
付
す
る
と
と
も
に
、
様
式
第
五
に
よ
り
、
当
該
新
た
な
規

制
の
特
例
措
置
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置

の
内
容
を
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
第
三
項
の
意
見
を
踏
ま
え

、
当
該
求
め
を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
適
当
で
な
い
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
が
新
技
術



等
実
証
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
様
式
第
六
に
よ
り
、
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
が
新
事
業
活
動
に
係
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
様
式
第
七
に
よ
り
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
を
当
該
求
め
を
し
た
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
を
講
じ
な
い
こ
と
と
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
新

技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

６

第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
当
該
求
め
を
踏
ま
え
た
新

た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
に
つ
い
て
の
検
討
の
状
況
に
照
ら
し
、
第
三
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
同
項
の
意
見
を
聴
く

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
又
は
前
二
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
各
項
の
通
知
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
意
見
を
聴
く
ま
で
の
間
又
は
通
知
書
を
交
付
す
る
ま
で
の
間
一
月
を
超
え
な

い
期
間
ご
と
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
求
め
を
し
た
者
及
び
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

７

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
（
新
事
業
活
動
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
同
条
第
五
項

の
意
見
を
聴
か
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
求
め
を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当

で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
要
望
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
講
ず
る
こ
と
と
す
る
新
た
な
規
制
の



特
例
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
四
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
求
め
を
し
た
者
に
交
付
す
る
と
と
も
に
、

様
式
第
五
に
よ
り
、
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

８

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
当
該
求
め
を
踏
ま
え
た
新
た

な
規
制
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
要
望
書
を
受

理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
七
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
求
め
を

し
た
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

９

第
七
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
当
該
求
め
を
踏
ま
え
た
新

た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
に
つ
い
て
の
検
討
の
状
況
に
照
ら
し
、
前
二
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
各
項
の
通
知
書
を
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
通
知
書
を
交
付
す
る
ま
で
の
間
一

月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
求
め
を
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
解
釈
及
び
適
用
の
確
認
に
係
る
手
続
）

第
四
条

新
技
術
等
実
証
又
は
新
事
業
活
動
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
実
施
し
よ

う
と
す
る
新
技
術
等
実
証
又
は
新
事
業
活
動
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
活
動
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
事
業
活
動
等



」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
律
及
び
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
告
示
を
含
む
。
）
の
規
定
の
解
釈
並

び
に
当
該
新
技
術
等
実
証
又
は
新
事
業
活
動
等
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
の
有
無
に
つ
い
て
、
そ
の
確
認
を
求
め
る

場
合
は
、
当
該
規
定
が
新
技
術
等
実
証
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
様
式
第
八
に
よ
り
、
当
該
規
定
が
新
事
業
活
動
等
に
係

る
も
の
で
あ
る
と
き
は
様
式
第
九
に
よ
り
、
当
該
規
定
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
照
会
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
照
会
書
」
と
い
う
。
）
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

二
以
上
の
主
務
大
臣
に
照
会
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一
の
主
務
大
臣
を
経
由
し
て
、
他
の
主
務
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
照
会
書
は
、
当
該
一
の
主
務
大
臣
が
受
理
し
た
日
に
お
い
て
当
該
他

の
主
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
照
会
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に

、
当
該
求
め
に
係
る
規
定
が
新
技
術
等
実
証
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
様
式
第
十
に
よ
り
、
当
該
規
定
が
新
事
業
活
動
等

に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
様
式
第
十
一
に
よ
り
、
当
該
求
め
に
係
る
解
釈
及
び
適
用
の
有
無
並
び
に
そ
の
理
由
に
つ
い
て

記
載
し
た
回
答
書
を
当
該
求
め
を
し
た
者
に
交
付
す
る
と
と
も
に
、
当
該
求
め
に
係
る
規
定
が
新
技
術
等
実
証
に
係
る
も
の

で
あ
る
と
き
は
様
式
第
十
二
に
よ
り
、
当
該
規
定
が
新
事
業
活
動
等
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
様
式
第
十
三
に
よ
り
、
そ



の
回
答
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
当
該
求
め
に
係
る
解
釈
及
び
適
用
の
有
無
に
つ
い
て
の

検
討
の
状
況
に
照
ら
し
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
同
項
の
回
答
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む

を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
回
答
書
を
交
付
す
る
ま
で
の
間
一
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
理
由
を
当
該
求
め
を
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
技
術
等
実
証
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
五
条

法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
技
術
等
実
証
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
次
条
に
お
い
て
「
申

請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
十
四
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
、

主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

主
務
大
臣
は
、
申
請
書
の
ほ
か
、
新
技
術
等
実
証
計
画
が
法
第
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

二
以
上
の
主
務
大
臣
に
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一
の
主
務
大
臣
を
経
由
し
て
、
他
の
主
務
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
書
は
、
当
該
一
の
主
務
大
臣
が
受
理
し
た
日
に
お
い
て
当
該
他



の
主
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
新
技
術
等
実
証
計
画
の
認
定
）

第
六
条

法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
技
術
等
実
証
計
画
の
提
出
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た

日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
新
技
術
等
実
証
計
画
に
係
る
申
請
書
に
当
該
新
技
術
等
実
証
計
画
に
対
す
る
主
務

大
臣
の
見
解
を
記
載
し
た
様
式
第
十
五
に
よ
る
見
解
書
を
添
え
て
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
送
付
し
、
意
見
を
聴
く

も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
速
や
か
に
法
第
八
条
の
二
第
四
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、

前
項
の
新
技
術
等
実
証
計
画
の
認
定
を
す
る
と
き
は
、
当
該
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
申
請

者
に
法
第
八
条
の
三
第
一
項
の
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
新
技
術
等

実
証
計
画
の
認
定
を
す
る
旨
を
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
十
六
に
よ
る
通
知
書
を
当

該
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
新
技
術
等
実
証
計
画
の
認
定
を
し
な
い

旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。



４

主
務
大
臣
は
、
第
二
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
様
式
第
十
七
に
よ
り
、
当
該
認
定
の
日
付
、
当
該
認
定
に
係
る
認
定
新

技
術
等
実
証
実
施
者
の
名
称
及
び
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
証
の
交
付
等
）

第
七
条

法
第
八
条
の
三
第
一
項
の
認
定
証
の
様
式
は
、
様
式
第
十
八
の
と
お
り
と
す
る
。

２

法
第
八
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
様
式
第
十
九
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

認
定
新
技
術
等
実
証
実
施
者
は
、
法
第
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
技
術
等
実
証
計
画
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
主
務
大
臣
に
当
該
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
に
係
る
認
定
証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

認
定
新
技
術
等
実
証
実
施
者
は
、
認
定
証
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
、
当
該
認
定
証
に
記
載
さ
れ
た
新
技
術

等
実
証
の
実
施
期
間
内
に
限
り
、
様
式
第
二
十
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
主
務

大
臣
に
提
出
し
て
そ
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
認
定
証
を
破
り
、
又
は
汚
し
た
認
定

新
技
術
等
実
証
実
施
者
は
、
申
請
書
に
当
該
認
定
証
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

認
定
新
技
術
等
実
証
実
施
者
は
、
認
定
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
、
失
っ
た
認
定
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

主
務
大
臣
に
こ
れ
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
変
更
に
係
る
認
定
の
申
請
及
び
認
定
）

第
八
条

法
第
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
技
術
等
実
証
計
画
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
新
技
術
等
実

証
実
施
者
（
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
二
十
一
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
の
提
出
は
、
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
写
し
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

二
以
上
の
主
務
大
臣
に
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一
の
主
務
大
臣
を
経
由
し
て
、
他
の
主
務
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
書
は
、
当
該
一
の
主
務
大
臣
が
受
理
し
た
日
に
お
い
て
当
該
他

の
主
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一

月
以
内
に
、
申
請
書
に
、
当
該
申
請
に
よ
る
変
更
後
の
新
技
術
等
実
証
計
画
に
対
す
る
主
務
大
臣
の
見
解
を
記
載
し
た
様
式

第
二
十
二
に
よ
る
見
解
書
を
添
え
て
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
送
付
し
、
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
速
や
か
に
法
第
八
条
の
四
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
第
四
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
申
請
に
よ
る
変
更
後
の
新
技
術



等
実
証
計
画
の
認
定
を
す
る
と
き
は
、
当
該
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
申
請
者
に
法
第
八
条

の
四
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
三
第
一
項
の
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主

務
大
臣
は
、
当
該
変
更
の
認
定
を
す
る
旨
を
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

６

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
変
更
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
三
に
よ
る
通

知
書
を
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
変
更
の
認
定
を
し
な
い
旨
及
び
そ

の
理
由
を
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

７

主
務
大
臣
は
、
第
五
項
の
変
更
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
様
式
第
二
十
四
に
よ
り
、
当
該
変
更
の
認
定
の
日
付
、
当
該
変

更
後
の
認
定
新
技
術
等
実
証
実
施
者
の
名
称
及
び
変
更
後
の
当
該
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。

（
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
変
更
の
指
示
）

第
九
条

主
務
大
臣
は
、
法
第
八
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
変
更
を
指
示
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
当
該
変
更
の
指
示
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
送
付
し
、
意
見
を
聴

く
も
の
と
す
る
。



２

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
変
更
を
指
示
す
る
と
き
は
、
当
該
変
更
の
指
示
の

内
容
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
五
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
変
更
の
指
示
を
受
け
る
認
定
新
技
術
等
実
証
実
施

者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
変
更
の
指
示
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
を
、
新
技

術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
認
定
の
取
消
し
）

第
十
条

主
務
大
臣
は
、
法
第
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ

の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
六
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
認
定
が
取
り
消
さ
れ
る
認
定
新
技
術
等
実
証
実
施

者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
法
第
八
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
認
定
を
取
り
消
そ
う
と
す
る
と
き
は

、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
当
該
認
定
の
取
消
し
を
行
う
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
送
付
し
、
意
見
を
聴

く
も
の
と
す
る
。

３

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理

由
を
記
載
し
た
様
式
第
二
十
六
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
認
定
が
取
り
消
さ
れ
る
認
定
新
技
術
等
実
証
実
施
者
に
交
付
す
る
も



の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
認
定
を
取
り
消
す
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委

員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

主
務
大
臣
は
、
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
様
式
第
二
十
七
に
よ
り
、
当
該
取
消
し
の
日

付
、
当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
の
名
称
及
び
当
該
取
消
し
の
理
由
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
十
一
条

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
次
条
に
お
い
て
「
申
請
者

」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
二
十
八
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
、
主

務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

主
務
大
臣
は
、
申
請
書
の
ほ
か
、
新
事
業
活
動
計
画
が
法
第
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

二
以
上
の
主
務
大
臣
に
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一
の
主
務
大
臣
を
経
由
し
て
、
他
の
主
務
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
書
は
、
当
該
一
の
主
務
大
臣
が
受
理
し
た
日
に
お
い
て
当
該
他

の
主
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。



（
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
）

第
十
二
条

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
事
業
活
動
計
画
の
提
出
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
同
条
第
四
項
の
意
見
を
聴

か
な
い
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
同
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
を
す

る
と
き
は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
様
式
第
二
十
九
に
よ
る
認
定
書
を
申
請
者
に
交
付
す

る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
新
事
業
活
動
計
画
の
提
出
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
法
第
九
条
第
四
項
の
意
見
を
聴
く
場
合
は
、
そ
の
提
出
を
受

け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
新
事
業
活
動
計
画
に
係
る
申
請
書
に
当
該
新
事
業
活
動
計
画
に
対
す
る
主
務

大
臣
の
見
解
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
に
よ
る
見
解
書
を
添
え
て
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
送
付
し
、
意
見
を
聴
く

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
を
す
る
と
き
は
、
当
該
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
様
式
第
二
十
九
に
よ
る
認
定
書
を
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

主
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
一
に
よ
る
通
知
書

を
当
該
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
同
項
の
認
定
書
を
交
付
す
る
と
き
は
当
該
新
事
業
活
動
計
画
を
認
定
す
る
旨



を
、
前
項
の
通
知
書
を
交
付
す
る
と
き
は
当
該
新
事
業
活
動
計
画
を
認
定
し
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
新
技
術
等
効
果
評

価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
様
式
第
三
十
二
に
よ
り
、
当
該
認
定
の
日
付
、
当
該
認
定

に
係
る
認
定
新
事
業
活
動
実
施
者
の
名
称
及
び
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
変
更
に
係
る
認
定
の
申
請
及
び
認
定
）

第
十
三
条

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
事
業
活
動
計
画
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
新
事
業
活
動
実
施

者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
三
十
三
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申

請
書
」
と
い
う
。
）
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

申
請
書
の
提
出
は
、
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
写
し
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

二
以
上
の
主
務
大
臣
に
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一
の
主
務
大
臣
を
経
由
し
て
、
他
の
主
務
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
書
は
、
当
該
一
の
主
務
大
臣
が
受
理
し
た
日
に
お
い
て
当
該
他

の
主
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

第
一
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
四
項
の
意



見
を
聴
か
な
い
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
同
項
の
定
め
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
申
請
に
よ
る
変
更
後
の

新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
様
式
第
三
十
四
に
よ

る
認
定
書
を
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
の
提
出
を
受
け
た
主
務
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
四

項
の
意
見
を
聴
く
場
合
は
、
そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
申
請
書
に
、
当
該
申
請
に
よ
る
変
更

後
の
新
事
業
活
動
計
画
に
対
す
る
主
務
大
臣
の
見
解
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
五
に
よ
る
見
解
書
を
添
え
て
、
新
技
術
等
効

果
評
価
委
員
会
に
送
付
し
、
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
新
事
業
活
動
計
画
の

変
更
の
認
定
を
す
る
と
き
は
、
当
該
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
様
式
第
三
十
四
に
よ
る
認
定

書
を
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

６

主
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
変
更
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
六
に
よ
る

通
知
書
を
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

７

第
五
項
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
同
項
の
認
定
書
を
交
付
す
る
と
き
は
当
該
新
事
業
活
動
計
画
の
変
更
の
認
定

を
す
る
旨
を
、
前
項
の
通
知
書
を
交
付
す
る
と
き
は
当
該
新
事
業
活
動
計
画
の
変
更
の
認
定
を
し
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由
を



、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

８

主
務
大
臣
は
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
変
更
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
様
式
第
三
十
七
に
よ
り
、
当
該
変
更
の
認
定
の
日

付
、
当
該
変
更
後
の
認
定
新
事
業
活
動
実
施
者
の
名
称
及
び
当
該
変
更
後
の
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
内
容
を
公
表
す
る
も

の
と
す
る
。

（
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
変
更
の
指
示
）

第
十
四
条

主
務
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
変
更
を
指
示
す
る
と
き
は
、
当
該
変

更
の
指
示
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
八
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
変
更
の
指
示
を
受
け
る
認
定
新
事
業

活
動
実
施
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
変
更
を
指
示
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

、
同
項
の
意
見
を
聴
く
と
き
は
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
当
該
変
更
の
指
示
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書

面
を
送
付
し
、
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

３

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
変
更
を
指
示
す
る
と
き
は
、
当
該
変
更
の
指
示
の
内

容
及
び
そ
の
理
由
を
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。



（
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
の
取
消
し
）

第
十
五
条

主
務
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨

及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
九
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
認
定
が
取
り
消
さ
れ
る
認
定
新
事
業
活
動
実
施
者
に
交

付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
三
十
九
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
認
定
が
取
り
消
さ
れ
る
認
定
新
事
業
活
動
実
施
者
に
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。

３

主
務
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
を
取
り
消
そ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

、
同
項
の
意
見
を
聴
く
と
き
は
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
当
該
認
定
の
取
消
し
を
行
う
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し

た
書
面
を
送
付
し
、
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

４

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
は
、
当
該
認
定
を
取
り
消
す

旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
新
技
術
等
効
果
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

主
務
大
臣
は
、
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
様
式
第
四
十
に
よ
り
、
当
該
取
消
し
の
日
付
、



当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
の
名
称
及
び
当
該
取
消
し
の
理
由
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
実
施
状
況
の
報
告
）

第
十
六
条

認
定
新
技
術
等
実
証
実
施
者
は
、
主
務
大
臣
の
求
め
に
応
じ
て
、
新
技
術
等
実
証
の
実
施
状
況
を
、
定
期
的
に
、

様
式
第
四
十
一
に
よ
り
主
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

認
定
新
技
術
等
実
証
実
施
者
は
、
新
技
術
等
実
証
の
実
施
に
関
し
事
故
等
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
状
況
を
遅
滞
な
く
、

主
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
定
新
技
術
等
実
証
実
施
者
は
、
認
定
新
技
術
等
実
証
計
画
に
基
づ
く
新
技
術
等
実
証
の
終
了
時
に
お
け
る
実
施
状
況
に

つ
い
て
、
原
則
と
し
て
終
了
後
三
月
以
内
に
、
様
式
第
四
十
二
に
よ
り
、
主
務
大
臣
に
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

認
定
新
事
業
活
動
実
施
者
は
、
認
定
新
事
業
活
動
計
画
の
実
施
期
間
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
原

則
と
し
て
当
該
事
業
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
、
様
式
第
四
十
三
に
よ
り
、
主
務
大
臣
に
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


